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論文内容の要

〔目的〕

裕

1:::::. 
日

大腿骨骨頭血行障害の診断法として，動脈造影・静脈造影・色素・アイソトー7
0

・骨内圧・酸素圧

などを応用した方法が発表されているが，いずれも操作の困難さ，診断の不確実さなどがともない，

大腿骨頭部骨折などに応用された成績は，満足すべきものとは言い難い。

骨i槌静脈系に造影剤を注入すると，骨髄と骨外の静脈{象が出現する。骨髄静脈像は Ducci (1950) 

などが長官骨についての報告をおこなっているが，大腿骨骨頭ではこれはほとんど検討されておらず

主として骨外静脈像からの診断がなされている。

著者もまず，骨外静脈像を検討したが，注入条件などに大きく左右される不安定さがあり，血行|卑

百診断上のー参考所見にとどまるものであった。

d1191泊静脈系に注入された造影剤は，血流によって次第に希釈されてゆく。著者はこの造影剤の減衰

と lIn流との関連に注目し，この減哀を定量的に追跡することによって，骨頭血行を把握せんとした。

C:Jj法ならびに成績]

(1) アノレミニウムおよび水溶性沃度造影剤を用いたペネトロメーターの撮影実験によって，フイノレ

ム限度は， X線によって透過される造影剤の変動を定量的に示すものであることが明らかにされた。

とくにX線装置も一般に使用されている診断用のもので十分で， X線量も医療用フイノレムに増感紙

を使用しているため，一般に診断に用いられる範囲にある。

(2) 骨頭模型を用いた撮影実験によって，種々大きさの異なった骨頭において，それぞれ直線関係、

成立のための条件が定められた。分画撮影によって現像条件が一定化され，散乱線の影響が検討され

た。経時撮影における X線量の不一致は， 股臼のブイノレム濃度を基準とした計算によって補正され
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(3) 成熟犬および未成熟犬の骨頭骨髄が造影され，簡単，確実な穿刺法が検討された結果透視下に

経関節腔的に直接骨頭を穿刺する方法が選択された。

(4) 成熟犬・未成熟犬骨頭における造影剤の減哀がさきの方法で追跡され，注入後10分ないし 15分

までの聞は指数同数的であることが見出された。

(5) 骨頭骨髄静脈系を，多数の類似した静脈洞の集合とみなし，顕微鏡下に造影剤中へ血液を噴出

させた観察から造影剤は血液と混合しながら希釈されてゆくと仮定され，さきの指数函数的減哀部か

ら i流床を単位とした骨頭血流量が推定された。

(6) 成熟犬および未成熟犬の大動脈に by-pass を形成し，このJIll流量を調節しつつ骨頭 rfn流量を

推定した実験によって， by-pass 血流量によく対応した骨頭[血流量が推定されることが示された。

(7) これらの実験にもとづき，この方法が臨床而へ展開され，正常:17rJ および各種股関節疾患例の血

流が検討された。

(8) 造影操作中に得られる他の所見(吸引による血液の述流の有無・造影剤注入の抵抗・骨頭骨髄

内への造影剤の広がり方など)も重要な参考となることが，臨床的検討 lごよって明らかにされ，造影

部分に限定される減少率からの血流量推定値にこれらの所見を加味することによって，さらに精密な

骨頭JÚl行動態の把握が可能となった。

(9) ペノレテス病と疑わしい症例26例が，との方法によって正常nn行・高度Ifn行障害の 2 群に大別さ

れ， 1 年以上の観察によって，正常血行群の経過は異常なく，高度血行障害群ではさまざまなペルテ

ス病様の骨変化が出現してきた事実は，著者の診断法の信頼性を示すものであると同時に，骨頭血行

が予後を決定する重要な因子である乙とが証明されたものと考えられよう。

。。 大腿骨頚部骨折19例においても，その経過および組織学的検討によって， J1fl行の面からその予

後が相当に正確に予想、されることが示された。

。1) ペルテス病中間期・晩期・先天股脱後の骨頭ペノレテス病校変形の症例では ， 1(11流量とともに造

影所見とくに骨頭骨髄静脈像が重要で，これによって骨髄静脈系の再構成がどの程度に完成されてい

るかが推察される。

乙のほか成人大腿骨骨頭の特発性無腐性壊死・変形性股関節症と骨頭血行との関述に関しでも検討

が加えられた口

〔総括〕

大腿骨骨頭の骨髄静脈系に注入された造影剤の減哀が， X線フイノレム濃度から測定され，これから

単位静脈洞流床あたりの血流量が推定された口

この数値に実験的検討が加えられ臨床面に応用された。

ペノレテス病と疑わしい症例，大腿骨頚部骨折などの臨床的検討によって，この診断法の信頼性が確

かめられ，難問の多いこれらの疾患の治療面に新たな展開が期待されるものである。
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論文の審査結果の要旨

大腿骨骨頭の血行は，この特異な部分における程々の疾患群と密接な関連をもち，これの的確な診

断は，股関節外科伯域における課題のひとつである。

動脈造影・静脈造影・色素・アイソトー 7
0

• 骨内圧・酸素圧などを応用した方法が発表されてきた

が，いずれも操作の困難さ，診断力の不足などのために，大腿骨頚部骨折などに応用されたこれらの

方法の成績は，満足すべきものとは言い難い。本論文は，従来無視されてきた骨頭骨髄の静脈像に注

目し，骨頭内造影剤の誠哀をX フイノレム波度から追跡し，造影剤の血流による希釈を実験的に検討し

て，骨頭骨髄の静脈系流床を単位としたIITl流量:を推定している。

骨頭血行を，臨床例にも応用できる方法でもって数量的に表示し得た報告は，末だ内外に見出し得

ないものである。

この数値を動物実験によって裏付け，さらに臨床而に応用している。

ペノレテス病と疑わしい症例・大腿骨頭部骨折などの診断に応用された成絞は，組織学的検討を加味

した臨床的観察によって確かめられ，乙れらの疾忠の予後を的確に判定できることが明らかにされて

し可る。

従来ただ長日月の経過ののち， Xおil保に出現してくる骨変化を作って，ょうやく診断されていた骨

四IÚl行障:tT-が，との方法によって，ただちに的確にとらえられ，問題の多い股関節飢域の治療而に新

しい展開が期待されるものである。
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